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研究成果の概要（和文）：  日本も文化的背景からも地政学上もその中に位置する東アジアという歴史的伝統からの「
知恵」と西洋精神（とりわけキリスト教の宗教性と哲学の知の運動）に由来する宗教哲学的思惟との調和的統合を目ざ
すことを核とし、地球的規模での射程の広い「共生」のあり方の探求を学究上の研究課題とした。
　「宗教思想から拓かれる共生」を焦点とする共同研究では、本課題執行の三ヵ年に亘って研究代表者と各研究分担者
が執筆も協力して、３冊の教科書としても活用されている単行本（『宗教的共生の思想』『宗教的共生の展開』『宗教
的共生と科学』、教友社刊）にその成果の一端が提示されている。

研究成果の概要（英文）： I set an inquiry about a way of “living together” in the global scale as my 
academic research assignment, aiming as its core at harmonious integration of the “wisdom” from 
historical tradition of East Asia, in which Japan is located both culturally and geographically, and the 
thought of religious philosophy stemming from western spirit (especially, Christian religiosity and a 
movement of philosophical wisdom) .
 In our collaborative research focusing on “living together lead from religious thought”, principal 
investigator and co-investigators had worked together for three years in execution of this project to 
publish three books, which are used as a text book, and held “religious philosophy forum,” welcoming 
many of young researchers and general audience, for two days in the end of march in each year. These are 
the parts of our research products.

研究分野： 宗教哲学、ドイツ哲学、キリスト教思想

キーワード： 宗教哲学　キリスト教思想　仏教思想　共生の知　日本思想史　日本的霊性　京都学派　神の死

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)学術的背景としては、宗教間対話を 

宗教哲学の分野で推進したものの成果にお

いては、永らくキリスト教宣教師として日本

に住み、同時に東京大学で仏教学（宇井白寿 

門下）と日本の国学の研鑽を積んだ上智大学

名 誉 教授ハ イ ンリッ ヒ ・デュ モ リ ン

（Heinrich Dumoulin, 1905 - 1992）の仏教

学者西村 恵信との共著『仏教とキリスト教

の邂逅』（邦語 春秋社 1975 年）、また同著者

のドイツ語での大部の２巻からなる Die 

Geschichte des Zen-Buddhismus (Ⅰ: Zen – 

Buddhismus in India und China, Ⅱ：Zen – 

Buddhismus in Japan, Herder Verlag, 

1986/88 ) 等は、その草分けとなると共に今

日においても土台となる記念碑的研究であ

った。以上のデュモリン師による「キリスト

教と仏教との対話の推進」の動向は更に、

1982 年に土居真俊、坂東性純、八木誠一、

石田慶和、小野寺功、武藤一雄等の諸氏を発

起人・幹事とする「東西宗教交流学会」の設

立へとも継承され、その後は上田閑照氏を先

頭に今日に至るまで活発な学会活動が継続

されている。当研究代表者長町裕司は 2009

年度以来「東西宗教交流学会」の正会員であ 

り、研究分担者の一人田中裕氏は当学会の現 

会長である。学会誌『東西宗教研究』は毎年 

発行され、第 29 回の大会が 2011 年 9 月に京

都で開催に至るまで、東西宗教に通底する諸

テーマについて貴重な討論と研究諸論文を

記録に留めている。 

(2)上述のような開拓地に立って、研究代表

者自身の「キリスト教神秘主義（特に、マイ

スター・エックハルトを定礎とするドイツ神

秘思想）と（西欧の伝統的な存在論的形而上

学を超克する）現象学的共生論の展開」の研

究、本応募研究の研究分担者の一人である田

中裕氏による「西田幾多郎と京都学派の宗教

哲学が A. N. ホワイトヘッドのプロセス神

学と連動する可能性」の研究、また他の一人

の研究分担者である宮本久雄氏の「西欧の存

在－ペルソナ論的な共生論と東洋的な空

論・縁起思想の関連点としての古代ヘブライ

的エヒイェロギア」の研究、竹村牧男氏の仏

教哲学と広く日本霊性史からの共生思想の

研究、伊藤益氏の日本思想史の研究を統合し、 

今日の世界史的な精神状況における宗教的

伝統からの「共生の知」の地平を刷新的に構

築してゆくことを根本動機とした。 
 
2. 研究の目的 

(1) 今日の先進諸国と発展途上国の地政学

上の摩擦に端を発する未曾有の金融・経済危

機や地球規模での自然環境問題を抱える世

界史的状況の中で、相異なる文化圏及び宗教

的伝統を背景とする人類が共生を目ざして

ゆくための諸条件を探求・認知する努力は、

人文・社会系の基盤研究として不可欠かつ最

重要な課題であると考えられる。本研究は、

日本もその中に位置する東アジアという歴

史的伝統からの知恵と西洋の宗教哲学的思

考との調和的統合を核としつつ、同時にまた 

地球的規模での射程の広い共生のあり方の

探究を学究上の目的とする。その研究成果か

ら <２１世紀における共生学>の構築へ向け

て、公共的に提供可能な積極的貢献を果たす

ことを最終的な研究目標とするものである。 

 (2) 東アジア圏の思想の脈動を根底から見

直すと共に、混迷する西洋の精神的諸伝統

（哲学、その中でも存在論的形而上学、倫理

思想、言語論理、等）を 21 世紀のグローバ

ル化および宇宙論化する時代にどのように

解放せしめることができるかに向けての展

望を開こうとする。 

 

3. 研究の方法 

人文的かつ学際的な研究にふさわしく、ま

た仏教及びキリスト教それぞれの思想的遺

産と今日的世界状況に直面しての反省・熟慮

を十全に活性化できるよう、研究代表者及び



各研究分担者相互の研究集会と対話・連絡を

蜜にし、それぞれの分担領域における専門研

究の成果を随時（一年度に４回）会合におい

て批判的に吟味し合う体制をとる。十全な資

料準備のため、海外に渡航しての研究活動も 

併用すると共に、本研究プロジェクトの海外

の研究協力者たちとも協力して国際シンポ

ジウムを開催する。アカデミズムの厳密な概

念分析を通しての研究を踏まえると共に、

Narratology（物語論）を媒介とする他宗教

の宗教伝承の奥行きからの「共生の根源的地

平」に肉迫する。言語論的には、インド・ヨ

ーロッパ諸語には集約されないセム系言語

やハングル等の多様性を包含する研究の広

がりを志向する。 

 
4. 研究成果 

「宗教思想の諸鉱脈とその対話的統合から

開かれる共生」の問題地平を明らかにしてゆ

く本研究の探求を通して、以下のような研究

成果が見いだせる。 

(1) 平成 24 年度には、『宗教経験に於ける 

「個の自覚」と「普遍性」― 古来よりの宗 

教思想および宗教哲学を通しての思索』（宗 

教哲学フォーラム No. 1）という総合テーマ 

の下に、2013 年 3月 9日（土）と 3月 10 日 

（日）の両日に亘って学術講演会とシンポジ 

ウムを開催し、密度の高い討論による研究発 

展が促された。また本研究課題に参画する研 

究代表者／研究分担者／研究協力者たちの 

執筆による叢書『宗教的共生の展開』（宮本 

久雄編、教友社、2013 年 3月）が刊行された。 

 (2) 平成 25年度には、上智大学シンポジウ 

ム『日本とヨーロッパを結ぶ〈共生〉の思想  

― 宗教・哲学・環境思想・言語学の側面」 

から考える ―』を上智大学ヨーロッパ研究 

所と本科学研究課題との共同プロジェクト 

として開催し（2013 年 11 月 15 日／16 日）、 

ヨーロッパからの招聘研究者と日本各地・大 

学らの専門研究者たち 10 余名が研究発表と 

パネルディスカッションを行い、盛況の内に 

極めて充実した研究会合であった。また、上 

述の〈宗教哲学フォーラム 〉No. 2 を『哲学 

的思惟〈と〉神的なる神 ― 近代以降の日本 

とヨーロッパにおける「宗教への思索」』―』 

という主題設定の下に 2014 年 3月 15日／16 

日の両日に亘って開催し、昨年度と同様に多 

くの方々の来聴を賜ると共に、本研究課題の 

プロジェクト推進の宗教哲学な深化に大い 

に益するものであった。さらに昨年度に続い 

て、本研究課題に参画する研究代表者／研究 

分担者／研究協力者たちの執筆による叢書 

『宗教的共生と科学』（宮本久雄編、教友社、 

2014 年 2月）が刊行された。 

 (3) 平成 26年度には、〈2014 Sophia –  

Symposium : Erkenntnis durch Erzaehlung〉 

と題する国際シンポジウム／学術講演会を 

上智大学文学部ドイツ文学科及び上智大学 

ヨーロッパ研究所との共同プロジェクトを 

組んで開催し（2014 年 10 月 25 日／26 日）、 

本研究課題の研究代表者と１名の研究分担 

者も学術講演およびパネルディスカション 

を行った。2015 年早春の〈宗教哲学フォーラ 

ム 〉No. 3 の開催においては、『日本的霊性 

と現代の宗教哲学』というテーマの下に２日 

間に亘っての学術講演／討論／シンポジウ 

ムが行われこの度も多数の来聴者の方々と 

共に、本研究の探求課題推進にとって極めて 

有意義であった（2015 年 3月 21日／22日）。 

 平成 27 年度については、『ドイツ神秘思想 

〈と〉京都学派の宗教哲学』というテーマ設

定の下に〈宗教哲学フォ-ラム 〉No. ４を開

催した他（2016 年 3 月 20 日／21 日）、将来

へ向けて宗教的共生の思索を育成する上で

「若手研究者フォーラム〈哲学と宗教〉」no.1 

を、主として哲学と神学を専門に研究する博

士前期及び博士後期課程の大学院生からの

研究発表を首都圏の大学／研究機関から募

って開催し、また一定の統一主題設定の下に 

大学院生３名のシンポジウムを開催した

（2016 年 3 月 30 日）。 
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